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「インターネット歴史年表」も見てね!!
https://www.nic.ad.jp/timeline/
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次回は認証方式の予定です。
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イーサネットと言えば、現代ではLAN、ひいてはネットワークの代名詞です。さ
すがにモバイルの世界は無線なので、有線であるイーサネットはマイナーです
が。一口にイーサネットと言っても、実はさまざまな規格があります。新しい規
格に準拠した製品は古い規格をサポートすることが一般的なので、ユーザー
が気にする必要は
ほとんどないので
すが、まれに古い
規格でつながって
しまって速度が出
ない、といったこと
もあります。

LANの代名詞

イーサネットの原点になったネットワークとして、1970年にハワイ大学で開発
された「ALOHA」が挙げられます。ALOHAは無線によるネットワークでした
が、伝送に共有媒体を使い、別の伝送と衝突した場合は後で再送を試みると
いうコンセプトが、後のイーサネットの発想につながりました。

その後、1972年に米国のXEROX社・Palo Alto研究所で開発された、世界初の
GUIを備えたシングルユーザー用パーソナルコンピュータとも言われる、Altoの
ネットワークにALOHAのアイディアが取り込まれ「Alto Aloha Network」とし
て開発されました。これが、現在のイーサネットの直接の祖先となっています。

1973年にこのネットワークが、イーサネットと名付けられました。1979年にはイー
サネットのデータ形式として、DEC（Digitral Equipment Corporation）社／
Intel社／XEROX社の3社が開発し、3社の頭文字を冠した「DIX仕様」が公開
され、1980年にIEEE 802標準化委員会にイーサネット1.0として提出、公開さ
れています。1982年にはその更新版であるイーサネット2.0が策定され、これ
をベースにIEEE 802.3 Standards for Local Area Networks ※1として1983年
に標準化後、1997年のIEEE 802.3xの改版を経て、現在に至っています。

最初に標準化されたイーサネットは10BASE5と呼ばれ、直径1cmほどの同軸
ケーブルが用いられました。一般的な感覚だと、かなり太い、TVのアンテナ線
といった感じです。ただこのケーブルがPCのコネクタに直接つながるわけでは
なく、間に変換用の機材が必要になるなど、かなり仰 し々い接続方法でした。

もう少し手軽な方法として、1985年に標準化された10BASE2が普及しました。
同じ同軸ケーブルでも、直径5mmほどの細いサイズのものを使います。PCや
ワークステーションにはT字型のコネクタがあり、このコネクタ間を細い同軸

当初イーサネットは10Mbps（bit per second）でスタートしました。そして
10BASE5や10BASE2では1本の配線を共有しており、同時に複数機器からは
送信できません。そのため規格のタイトルにもなっているCarrier Sense 
MultipleAccess with Collision Detection（CSMA／CD）という手法がとられ
ました。これは送信する前に誰も送信していないことを確認し、運悪く複数の
機器が同時に送信して衝突を検出した場合は直ちに送信を中止してランダム
な時間が経過した後に再送を試みる方法です。

この方法だと通信量が増大すると通信の衝突も増えて、実効速度が低下する
ことは容易に想像できます。幸いなことに、10BASE-Tによって普及したハブが
高機能化してスイッチングハブとなり、複数の機器が同時に送受信できるよう
になったので、通信の衝突は減っていきました。

そして1995年には、100Mbpsの速度をもつ100BASEシリーズが標準化されま
す。最も普及したのは100BASE-TXですが、10BASE-Tよりも高性能なUTPケー
ブルが必要になるため配線の交換が必要でした。ただ、当時はまだLANもさほ
ど普及しておらず、比較的簡単に置き換え可能だったので順調に普及しました。

2025年時点で最も普及している1000BASE-Tは1999年に標準化されました。
100BASE-TXと同じ性能のUTPケーブルを使うため、配線の変更は必要あり
ません。通信速度は1Gbpsに達し、条件次第ですがハードディスクを読み書き
する速度と大差無かったりします。

2002年以降10Gbps以上、さらには1Tbpsに迫る規格も標準化されましたが、
1000BASE-T用よりも大幅に性能を向上させたUTPケーブルや光ファイバー
ケーブルが必要なこともあってか、広範に普及したとは言いがたい状況です。
このため2016年に2.5GBASE-T、5GBASE-Tが標準化されています。2.5GBASE-T
で使うのは1000BASE-Tよりも少しだけ性能の良いUTPケーブルで、一般家庭向
けとして普及が始まったところです。

※1 IEEE Standards for Local Area Networks: Carrier Sense Multiple Access with Collision Detection （CSMA/CD） Access Method and Physical Layer Specifications
https://standards.ieee.org/ieee/802.3/1057/

ケーブルで数珠つなぎにしていく方法です。配線を変更するときに通信が途切
れてしまったり、通信できる距離が短くなったりといった問題もありましたが、
簡便さというメリットの方が大きかったようです。

現代では当然となっている、ハブとUTP（Unshielded Twisted Pair）ケーブルを
使った接続方法は、1990年に標準化された10BASE-Tによって普及しました。
10BASE2と異なりホストを増減しても通信が途切れず、ケーブルもさらに扱い
やすくなっています。

イーサネットには電線ではなく、光ファイバーケーブルを使った規格もあります。
外来雑音に強い、長距離伝送が可能といった特徴を持ちますが、ファイバー
ケーブルや光コネクタの取り扱いには注意が必要です。光ファイバーケーブルの
イーサネットはISPやデータセンターで広く用いられ、オフィスや家庭への引き込
みにも使われています。

最初のイーサネット

配線の変化

通信速度の向上
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3 2024年11月、JPNICはインターネットの信頼性と安全性向上を目的に、RPKIのROAを活用した
インターネットにおける不正経路への対策をまとめたガイドラインを公開しました。本記事では、
ガイドラインの概要と事業者の皆さまがRPKI導入に向けてどのように活用できるかを紹介します。

経営者から技術者まで幅広く活用していただくために
-ガイドラインの目的と対象者-

このガイドラインは、不正な経路情報によるセキュリティリスクを軽
減するためにRPKIを活用した対策を示し、その普及・促進をめざす
ことを目的に作成されました。国内ISPなどインターネットの接続や
運用に関わる事業者の経営者や技術者であれば、本ガイドライン
を、RPKIの円滑な導入やその運用に役立てることができます。

また、総務省の「ISPにおけるネットワークセキュリティ技術の導入お
よび普及促進に関する調査」事業（令和4～5年度）で行われた調査
研究、実証実験の結果、有識者の意見、JANOGなどのインターネッ
ト運用コミュニティのフィードバックを反映し、分かりやすく実践的
な内容となっています。

2024年4月には、総務省サイバーセキュリティタスクフォースICTサイ
バーセキュリティ政策分科会（第5回）においてドラフト版のレビュー
が行われ、その後、技術的に関わりの深い民間団体としてJPNICが
引き継ぎ、正式なガイドラインとして公開しました。

ガイドラインはPDFだけではなくWebページでも提供されており、
ルータでのROVの具体的な設定例についてもオンラインで公開し
ています。

- RPKIのROAを使ったインターネットにおける不正経路
への対策ガイドライン
https://www.nic.ad.jp/ja/rpki/guideline/

RPKIを効果的に導入・運用するためには？ -ガイドラインの特徴-

ガイドラインは、RPKI技術の導入・運用を円滑に進めるため、RPKI
に関する具体的な手順と指針を包括的にまとめ、経営者から技術
者まで幅広く活用できる内容となっています。また、RPKIだけでない

不正経路の対策として、BGPにおけるセキュリティや、ルータの具体
的な設定例も記載されています。

❶ 経営者向け…企業が技術を導入する意義やレピュテーションリ
スク等について記載
○ 不正な経路情報のリスク・損失や、その対策技術としてのRPKI、

ROA、ROVについて解説…1章

❷ 技術者向け…対象となる技術者向けに、実例を含めて記載
○ IPアドレスの分配を受けた組織が実施すべきこと… 2.1節　ROA
○ AS運用者が実施すべきこと…2.2節　ROV

特に、導入・運用の役割や担当に分けて、対策をしなければいけな
い項目（必須）、対策をすることが望ましい項目（推奨）が分かりや
すく整理されています。

● ROA…IPアドレスの分配を受けている組織
○ 必須：2項目（ROVの作成、ROAと経路情報が一致するように保つ）

● ROV…ASを運用している組織
○ 推奨：1項目（ROVを行う等の処置）

RPKIの普及促進に向けたさらなる取り組みについて

JPNICでは今後も有識者と連携しながら、このガイドラインを最新情
報に反映してアップデートを行っていきます。また、日本のインター
ネットが不正経路から守られているかを検証する「RPKI効果検証」の
取り組みを総務省の事業（令和6年度ISPにおけるネットワークセ
キュリティ技術の導入及び普及促進に関する調査）の一環で進めて
おり、利用者自身が自分のネットワークがROVで保護されているかを
確認できる「rov-check」というサイトをJPNICで開発し公開しました。

rov-check
https://rov-check.nic.ad.jp/

インターネットの信頼性向上に向けて、ぜひご活用ください！

RPKIのROAとROVの導入は、不正な経路情報による被害を未然に
防ぎ、インターネットの信頼性を高めるための効果的な対策となり
ます。あなたの組織のネットワークを守るために、このガイドライン
を活用して、適切な対策を進めてみませんか。

JPNICは、引き続き皆さまと共にインターネットの信頼性と安全性向
上に取り組んで参ります。

ー「RPKIのガイドライン」を公開しましたー

総務省サイバーセキュリティ統括官室 参事官補佐 梅城崇師氏（右）から
ガイドライン・フレームを受け取るJPNIC佐藤晋事務局長（左）

RPKIを活用してインターネットルーティングの信頼性を向上させませんか？RPKIを活用してインターネットルーティングの信頼性を向上させませんか？
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